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冊
ノ
四
）・（
第
五
類
）
私
立
中
学
校
ニ
関
ス
ル
書
類
・
一
・
自
一
至
一
三
」

〈
第
三
課
〉
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
。『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編

第
一
巻
、
七
八
～
七
九
頁
所
収
）。

（
255
）	
「
彙
報　

学
事　

私
立
立
教
尋
常
中
学
校
設
立
」（『
官
報
』
第
四
四
八
一
号
、

一
八
九
八
年
六
月
九
日
、
三
頁
。『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第

一
巻
、
七
九
頁
所
収
）。

（
256
）	 Foreign M

issions: Japan: A
rthur Lloyd, R

eport on St. Paul’s C
ollege, 

Tokyo, Japan, SM
, O

ctober 1898, pp. 490-491.

（
257
）	 T.S. Tyng, T

he N
ew Japanese Prayer Book, and the N

ew Building for 

St. Paul’s C
ollege. SM

, A
pril 1896, p. 177.

（
258
）	

前
掲
「
立
教
学
院
歴
史
」（『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、

三
八
頁
所
収
）。「
私
立
学
校
設
立
願
ニ
対
ス
ル
指
令
案
」
左
乙
女
豊
秋
、
一

八
九
七
年
八
月
一
七
日
、「
私
立
東
京
英
語
専
修
学
校
設
立
願
」
左
乙
女
豊

秋
、
一
八
九
七
年
八
月
一
七
日
（「
第
一
種　

第
三
課
文
書
類
別
〔
明
治
三

十
年
〕・
学
務
（
共
六
二
冊
ノ
内
九
）・
各
種
学
校
ニ
関
ス
ル
書
類
・
二
冊
之

一　

自
一
至
二
三
」〈
第
三
課
〉
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
。『
立
教
学
院
百
二

十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
八
四
～
八
五
頁
所
収
）。

（
259
）	

前
掲
「
立
教
学
院
歴
史
」（『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、

三
八
頁
）
に
よ
る
と
、
テ
ィ
ン
グ
は
一
八
九
七
年
一
〇
月
二
三
日
に
「
辞

職
」
と
あ
る
。
な
お
、『
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
』
誌
一
八
九

八
年
二
月
号
（Foreign M

issions. A
nnouncem

ents. SM
, February 1898, 

p.74

）
は
、
こ
の
と
き
休
暇
帰
米
中
の
テ
ィ
ン
グ
を
「
副
総
理
」
と
記
し
て

い
る
。
当
該
箇
所
の
原
文
は
以
下
の
通
り
。T

he R
ev. A

rthur Lloyd has 

been m
ade president of St. Paul’s C

ollege, Tokyo, vice the R
ev. T. S. Tyng 

on extended leave of absence.

（
260
）	

ア
ー
サ
ー
・
ロ
イ
ド
は
、
英
国
教
会
系
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
福
音
宣
教
協
会

〔Society for the Propagation of the G
ospel

〕
の
遣
日
宣
教
師
と
し
て
一

八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
に
来
日
し
、
一
〇
年
後
の
九
四
（
明
治
二
七
）
年

か
ら
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
ま
で
の
九
年
間
は
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
宣
教

師
と
な
っ
た
。

（
261
）	 John M

cK
im

 to Joshua K
im

ber,  17 D
ecem

ber 1897, JR
., Box 13, 

A
E

C
. 

大
江
満
「
立
教
学
院
初
代
ア
ー
サ
ー
・
ロ
イ
ド
─
教
育
と
伝
道
と
異

端
嫌
疑
─
」（『
立
教
学
院
史
研
究
』
第
四
号
、
二
〇
〇
六
年
）
三
二
頁
。

（
262
）	 TH

E CH
U

RCH
 IN

 JAPAN
, D

ecem
ber, 1897, vol. III N

o. 12, p.149.

（
263
）	 SM

, February 1898, p. 74.

（
注　

第
三
章
）

（
1
）	 A

rthur Lloyd, “St. Paul’s C
ollege, Tokyo”,  27 January 1898, JR

., Box 

13, A
E

C
.

（
2
）	 John M

cK
im

 to Joshua K
im

ber,  4 February 1898, JR
., Box 13, A

E
C

. 

一
八
九
八
年
四
月
号
の
『
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
』
誌
は
こ

れ
を
報
じ
て
い
る
。The Spirit of M

issions, A
pril 1898, p. 175. 

以
下 SM

 

と
略
記
。
た
だ
、
同
月
号
の
別
の
箇
所
（p. 151

）
で
は
、
こ
の
目
的
で
学

内
で
暮
ら
す
外
国
人
は
三
人
必
要
で
あ
る
と
ロ
イ
ド
が
強
調
し
て
い
る
こ
と

に
言
及
し
て
い
る
。

（
3
）	 A

rthur Lloyd, “St. Paul’s C
ollege, Tokyo”,  27 January 1898, JR

., Box 

13, A
E

C
.

（
4
）	 Ibid.

（
5
）	 A

rthur Lloyd, “R
eport on St. Paul’s C

ollege, Tokyo for the Q
uarter 

E
nding M

arch 31
st 1898”, JR

., Box 9, A
E

C
.
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（
6
）	 Ibid.

（
7
）	 A

rthur Lloyd to Joshua K
im

ber,  30 D
ecem

ber 1897, JR
., Box 9, A

EC
.

（
8
）	

立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』

（
資
料
編
第
三
巻
、
立
教
学
院
、
一
九
九
九
年
）
二
～
三
頁
。

（
9
）	
一
八
九
八
年
二
月
に
キ
リ
ス
ト
教
綱
領
を
削
除
し
た
同
志
社
綱
領
削
除
問

題
に
対
し
て
、
同
志
社
を
後
援
す
る
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
宣
教
師
た
ち
は
、

同
志
社
開
校
以
来
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
に
よ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
注
入
資
金

の
返
還
を
求
め
る
国
際
訴
訟
問
題
に
発
展
し
か
ね
な
い
ほ
ど
激
し
く
批
判
し
、

駐
日
ア
メ
リ
カ
公
使
A
・
E
・
バ
ッ
ク
（A

lfred E. Buck

）
や
元
駐
日
ア
メ

リ
カ
総
領
事
N
・
W
・
マ
ッ
キ
ー
ヴ
ァ
ー
（N

icolas W
. M

cIvor

）、
首
相
大

隈
重
信
や
伊
藤
博
文
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
政
府
と
明
治
政
府
首
脳
を
巻
き
込
む

外
交
問
題
に
ま
で
発
展
し
た
。
結
局
こ
れ
は
そ
の
後
、
同
志
社
日
本
人
理
事

の
退
任
と
キ
リ
ス
ト
教
綱
領
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
で
事
態
の
収
拾
が
図
ら
れ

た
が
、
こ
の
と
き
同
志
社
で
は
徴
兵
猶
予
と
い
う
尋
常
中
学
校
の
特
権
も
失

わ
な
か
っ
た
た
め
、
文
部
省
サ
イ
ド
で
は
同
志
社
へ
の
不
満
が
く
す
ぶ
っ
て

い
た
と
も
推
量
さ
れ
る
。
本
井
康
博
『
京
都
の
キ
リ
ス
ト
教　

同
志
社
教
会

の
19
世
紀
』（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
同
志
社
教
会
、
一
九
九
八
年
）
三
一
一
～

三
一
七
頁
。

（
10
）	 A

rthur Lloyd, “R
eport on St. Paul’s C

ollege, Tokyo for the Q
uarter 

E
nding M

arch 31
st, 1898”.

（
11
）	 Ibid. 

こ
の
一
八
九
八
年
三
月
の
季
刊
報
告
書
を
掲
載
し
た
『
ス
ピ
リ
ッ

ト
・
オ
ブ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
』
誌
一
八
九
八
年
六
月
号
は
、
授
業
時
間
内
に

お
い
て
も
立
教
が
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
完
全
な
自
由
を
得
る
た
め
の
ロ
イ
ド

の
「
闘
志
」
に
関
す
る
部
分
は
削
除
し
て
い
る
。SM

. June 1898, pp. 276-

277.

（
12
）	 A

rthur Lloyd, “R
eport on St. Paul’s C

ollege, Tokyo for the Q
uarter 

E
nding M

arch 31
st, 1898”.  A

rthur Lloyd to Joshua K
im

ber, 20  O
ctober 

1898, RG
.71, JR

., Box 9, A
E

C
.

（
13
）	 A

rthur Lloyd, “R
eport on St. Paul’s C

ollege, Tokyo, Japan, for the 

Q
uarter ending June 30, 1898”, JR

., Box 9, A
E

C
.

（
14
）	 A

rthur Lloyd to Joshua K
im

ber, 20  O
ctober 1898.

（
15
）	 A

rthur Lloyd, “R
eport on St. Paul’s C

ollege, Tokyo, Japan, for the 

Q
uarter ending June 30, 1898”.

（
16
）	 A

rthur Lloyd to Joshua K
im

ber, 20  O
ctober 1898.

（
17
）	

「
校
名
変
更
出
願
」
小
林
彦
五
郎
、
一
八
九
九
年
三
月
二
七
日
（「（
第
一

種
）　

第
三
課
文
書
〔
明
治
三
十
二
年
〕・
学
務
・
私
立
中
学
校
・
第
一
巻
」

〈
第
三
課
（
官
房
）〉
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
。
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
編

纂
委
員
会
編
『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』（
資
料
編
第
一
巻
、
立
教
学
院
、

一
九
九
六
年
、
七
九
～
八
〇
頁
所
収
）。

（
18
）	 A

rthur Lloyd to Joshua K
im

ber, 1  M
ay 1899, JR

., Box 39, A
E

C
.

（
19
）	

佐
伯
友
弘
「
明
治
三
十
二
年
に
お
け
る
条
約
改
正
論
議
と
第
一
次
宗
教
法

案
―
『
明
教
新
誌
』
に
見
る
そ
の
教
育
史
的
意
義
に
つ
い
て
―
」（『
日
本
仏

教
教
育
学
研
究
』
第
九
号
、
二
〇
〇
一
年
）
四
一
～
四
二
頁
。

（
20
）	

『
能
仁
新
報
』
一
八
九
九
年
一
月
三
〇
日
及
び
、
同
書
一
八
九
九
年
四
月

一
〇
日
（
前
掲
『
京
都
の
キ
リ
ス
ト
教　

同
志
社
教
会
の
19
世
紀
』
三
二
一

頁
）。

（
21
）	
久
木
幸
男
「
訓
令
12
号
の
思
想
と
現
実
（
1
）」（『
横
浜
国
立
大
学
教
育
紀

要
』
第
一
三
号
、
一
九
七
三
年
）
八
～
一
〇
頁
。

（
22
）	 A

rthur Lloyd to Joshua K
im

ber, 20  O
ctober 1898.

（
23
）	

前
掲
「
訓
令
12
号
の
思
想
と
現
実
（
1
）」
一
一
～
一
四
頁
。
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（
24
）	

中
島
耕
二
『
近
代
日
本
の
外
交
と
宣
教
師
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二

年
）
一
六
〇
～
一
六
一
頁
。

（
25
）	 A

. Lloyd to K
im

ber,  1 M
ay 1899, JR

, Box 9, A
E

C
; SM

, July 1899, pp. 

357-358.

（
26
）	 TH

E CH
U

RCH
 IN

 JAPAN
, vol. V

 N
o. 6, June 1899, pp. 90-96.

（
27
）	 Proceedings of the Board of M

anagers of the D
om

estic and Foreign 

M
issionary Society of the Protestant Episcopal Church in the U

SA,  13 June 

1899, Book 75, A
E

C
.

（
28
）	 A

. Lloyd to K
im

ber,  1 M
ay 1899; SM

, July 1899, pp. 357-358.

（
29
）	

前
掲
「
訓
令
12
号
の
思
想
と
現
実
（
1
）」
六
、
一
九
～
二
二
頁
、『
官

報
』（
第
四
八
二
七
号
、
一
八
九
九
年
八
月
三
日
）
三
三
～
三
四
、
四
八
頁
。

（
30
）	

前
掲
『
近
代
日
本
の
外
交
と
宣
教
師
』
一
六
二
頁
。

（
31
）	

前
掲
『
官
報
』（
第
四
八
二
七
号
）
四
九
頁
。

（
32
）	

前
掲
『
近
代
日
本
の
外
交
と
宣
教
師
』
一
六
二
～
一
六
四
頁
。

（
33
）	

同
右
書
、
一
六
三
～
一
六
四
頁
。

（
34
）	

P
・
F
・
ボ
ラ
ー
著
・
北
垣
宗
治
訳
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
と
同
志
社

―
一
八
七
五
～
一
九
〇
〇
―
』（
新
教
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
二
一
七
～
二

一
八
頁
。

（
35
）	

前
掲
『
近
代
日
本
の
外
交
と
宣
教
師
』
一
六
七
頁
。

（
36
）	

金
井
信
一
郎
編
『
明
治
学
院
百
年
史
』（
学
校
法
人
明
治
学
院
、
一
九
七
七

年
）
二
〇
一
～
二
〇
三
頁
。

（
37
）	

前
掲
『
近
代
日
本
の
外
交
と
宣
教
師
』
一
六
八
頁
。

（
38
）	

こ
の
一
か
月
後
の
一
八
九
九
年
一
〇
月
一
二
日
に
、
文
部
省
は
普
通
・
専

門
学
務
局
共
同
通
牒
を
発
し
、
訓
令
の
解
釈
や
運
用
を
柔
軟
に
対
処
す
る
よ

う
訓
令
の
「
実
質
的
修
正
」
を
各
府
県
に
伝
達
し
た
。
久
木
幸
男
「
訓
令
12

号
の
思
想
と
現
実
（
2
）」（『
横
浜
国
立
大
学
教
育
紀
要
』
第
一
四
号
、
一
九

七
四
年
）
四
三
～
四
五
頁
。

（
39
）	

前
掲
『
近
代
日
本
の
外
交
と
宣
教
師
』
一
六
八
頁
。

（
40
）	

青
山
学
院
編
『
青
山
学
院
九
十
年
史
』（
青
山
学
院
、
一
九
六
五
年
）
二
九

〇
頁
。

（
41
）	

前
掲
『
近
代
日
本
の
外
交
と
宣
教
師
』
一
六
五
頁
。

（
42
）	

前
掲
『
青
山
学
院
九
十
年
史
』
二
九
〇
～
二
九
一
頁
。

（
43
）	

前
掲
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
と
同
志
社
』
二
一
八
頁
。

（
44
）	

上
野
直
蔵
『
同
志
社
百
年
史
』（
通
史
編
第
一
巻
、
学
校
法
人
同
志
社
、
一

九
七
九
年
）
四
五
九
～
四
六
一
頁
。

（
45
）	 John M

cK
im

, R
eport for 1898-99, JR

., Box 42, A
E

C
.

（
46
）	

前
掲
『
近
代
日
本
の
外
交
と
宣
教
師
』
一
六
九
頁
。

（
47
）	 John M

cK
im

, R
eport for 1898-99.

（
48
）	 A

rthur Lloyd, Joseph S. M
otoda, C

harles H
. E

vans, “R
eport of V

isist 

to the Tokyo C
ity O

ffice”,  19 A
ugust 1899, JR

., Box 39, A
E

C
. 

ロ
イ
ド

の
筆
跡
に
よ
る
英
文
陳
情
書
の
写
し
。

（
49
）	 Ibid. 

ロ
イ
ド
の
筆
跡
に
よ
る
英
文
陳
情
書
の
写
し
。

（
50
）	 TH

E CH
U

RCH
 IN

 JAPAN
, vol. V

 N
o.10, O

ctober, 1899, p. 149.

（
51
）	 “R

ev. D
r. M

otoda’s R
eport”, attached to A

rthur Lloyd,  8 July 1900, 

“R
eport of St. Paul’s C

ollege, Tokyo Japan. for the A
cadem

ic Year of 

1900”, JR
., Box 39, A

E
C

.
（
52
）	 A

rthur Lloyd,  8 July 1900, “R
eport of St. Paul’s C

ollege, Tokyo Japan. 

for the A
cadem

ic Year of 1900”.

（
53
）	

井
深
梶
之
助
と
そ
の
時
代
刊
行
委
員
会
編
『
井
深
梶
之
助
と
そ
の
時
代
』

（
第
二
巻
、
明
治
学
院
、
一
九
七
〇
年
）
四
六
五
頁
。
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（
54
）	 J. M

cK
im

 to K
im

ber,  1 Septem
ber 1899, JR

., Box 42, A
E

C
.

（
55
）	 Proceedings of the Board of M

anagers of the D
om

estic and Foreign 

M
issionary Society of the Protestant E

piscopal C
hurch in the U

SA,  10 

O
ctober 1899, Book 76, A

E
C

.

（
56
）	 A

. Lloyd to K
im

ber,  24 Septem
ber 1899, JR

., Box 39, A
E

C
.

（
57
）	 Proceedings of the Board of M

anagers of the D
om

estic and Foreign 

M
issionary Society of the Protestant E

piscopal C
hurch in the U

SA,  14 

N
ovem

ber 1899, Book 76, A
E

C
.

（
58
）	

「
校
名
改
称
認
可
願
〔
立
教
中
学
校
〕」（「（
第
一
種
）　

第
三
課
文
書
〔
明

治
三
十
二
年
〕・
学
務
・
私
立
中
学
校
・
第
二
巻
」〈
第
三
課
（
官
房
）〉
東
京

都
公
文
書
館
所
蔵
。『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
八
〇

～
八
一
頁
所
収
）。
文
部
省
告
示
第
百
四
十
八
号
「〔
私
立
立
教
学
院
立
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eport on St. Paul’s C
ollege, Tokyo, M

ay 

1902, JR
., Box 39, A

E
C

.

（
154
）	 Ibid.

（
155
）	

「
教
報　

立
教
学
院
卒
業
式
」（『
基
督
教
週
報
』
第
七
巻
第
七
号
、
一
九
〇

三
年
四
月
一
七
日
）
一
一
頁
。

（
156
）	 John M

cK
im

, “A
nnual R

eport of the Bishop of the M
issionary D

istrict 

of Tokyo”, Annual R
eport of the Board of M

issions of the Protestant 

Episcopal Church of the U
SA, 1902-03, p. 228.

（
157
）	 A

. Lloyd to K
im

ber,  11 M
arch 1901; P.S. 12 M

arch, 1901, JR
., Box 39, 

A
E

C
.
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（
158
）	

渡
辺
利
夫
編
『
拓
殖
大
学
百
年
史
』（
明
治
編
、
拓
殖
大
学
創
立
百
年
史
編

纂
専
門
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年
）
八
八
頁
。
拓
殖
大
学
創
立
百
年
史
編
纂
専

門
委
員
会
編
『
拓
殖
大
学
百
年
史
』（
通
史
編
一　

明
治
大
正
期
、
拓
殖
大
学

創
立
百
年
史
編
纂
専
門
委
員
会
、
二
〇
一
六
年
）
三
〇
九
～
三
一
〇
、
三
四

九
頁
。

（
159
）	 A

. Lloyd to A
rthur S. Lloyd (Secretary of the Board of M

anagers), 

3  N
ovem

ber 1902.

（
160
）	 A

. Lloyd,  10 Septem
ber 1902, Proceedings of the Board of M

anagers of 

the PECU
SA,  14 O

ctober 1902, Book 79, A
E

C
.

（
161
）	 J. M

cK
im

 to A
. S. Lloyd (Secretary),  27 N

ovem
ber 1902, JR

., Box 43, 

A
E

C
.

（
162
）	 J. M

cK
im

 to A
. S. Lloyd (Secretary),  18 A

pril 1903, Private, JR
., Box 

43, A
E

C
.

（
163
）	 C

ablegram
,  15 A

pril 1903, Tokyo to N
ew

 York, “L
loyd resigned 

M
cK

im
”, JR

., Box 43, A
E

C
.

（
164
）	 J. M

cK
im

 to A
. S. Lloyd (Secretary),  18 A

pril 1903, JR
., Box 43, A

EC
.

（
165
）	

「
教
報　

立
教
学
院
新
任
総
理
披
露
会
」（『
基
督
教
週
報
』
第
七
巻
第
九
号
、

一
九
〇
三
年
五
月
一
日
）
一
〇
頁
。

（
166
）	

「
私
立
立
教
尋
常
中
学
校
設
置
願
」
小
林
彦
五
郎
、
一
八
九
八
年
一
月
二

五
日
（「
第
一
種　

第
三
課
文
書
類
別
〔
明
治
三
十
一
年
〕・
学
務
（
共
四
四

冊
ノ
四
）・（
第
五
類
）
私
立
中
学
校
ニ
関
ス
ル
書
類
・
一
・
自
一
至
一
三
」

〈
第
三
課
〉
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
。『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編

第
一
巻
、
七
八
～
七
九
頁
所
収
）。
小
林
彦
五
郎
は
一
八
六
七
年
に
岡
山
で

生
ま
れ
、
大
阪
の
英
和
学
舎
で
学
び
、
一
八
七
九
年
立
教
学
校
を
卒
業
し
た
。

そ
の
後
渡
米
し
、
エ
ピ
ス
コ
パ
ル
神
学
校
で
神
学
を
修
め
、
哲
学
、
宗
教
学

を
研
究
し
、
一
八
九
五
年
に
帰
国
。
東
京
築
地
の
東
京
聖
三
一
教
会
の
牧
会

を
助
け
た
。
ま
た
、
一
八
九
五
年
八
月
か
ら
一
八
九
九
年
九
月
ま
で
立
教
中

学
校
に
教
授
し
た
と
す
る
履
歴
書
が
残
っ
て
い
る
（「
履
歴
書
」「
第
二
種　

文
書
類
纂
〔
明
治
三
十
五
年
〕・
学
事
・
第
一
五
類
・
私
立
各
種
学
校
職

員
・
第
一
巻
」〈
第
三
課
〉
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
）。
一
八
九
六
年
マ
キ
ム

か
ら
司
祭
按
手
を
受
け
、
青
森
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
牧
師
と
し
て
伝
道
。
一
九

〇
二
年
七
月
立
教
女
学
校
校
長
に
就
任
し
、
同
校
が
高
等
女
学
校
と
組
織
改

編
後
も
引
き
続
き
校
長
と
し
て
一
九
四
二
年
ま
で
在
任
し
た
（
日
本
キ
リ
ス

ト
教
歴
史
大
事
典
編
集
委
員
会
編
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
人
名
事
典
』
教

文
館
、
二
〇
二
〇
年
、
三
〇
九
～
三
一
〇
頁
）。

（
167
）	

元
田
作
之
進
『
明
治
三
十
四
年
三
月
調　

立
教
学
院
歴
史
』（
立
教
学
院
史

資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
一
七
頁
、
久
保
田
富
次
郎
「
立
教
大
学
小
史
稿
案
参

考
乙
号　

揺
籃
時
代　

左
乙
女
時
代
」（
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
168
）	

「
中
学
校
設
置
認
可
追
願
」
一
八
九
八
年
三
月
二
一
日
（
前
掲
「
第
一
種　

第
三
課
文
書
類
別
〔
明
治
三
十
一
年
〕・
学
務
（
共
四
四
冊
ノ
四
）・（
第
五

類
）
私
立
中
学
校
ニ
関
ス
ル
書
類
・
一
・
自
一
至
一
三
」）。

（
169
）	

「
私
立
中
学
校
設
置
者
身
上
調
ノ
件
ニ
関
シ
岡
山
県
ヘ
電
報
案
」
一
八
九

八
年
三
月
二
八
日
（
前
掲
「
第
一
種　

第
三
課
文
書
類
別
〔
明
治
三
十
一

年
〕・
学
務
（
共
四
四
冊
ノ
四
）・（
第
五
類
）
私
立
中
学
校
ニ
関
ス
ル
書
類
・

一
・
自
一
至
一
三
」）。

（
170
）	

前
掲
「
私
立
立
教
尋
常
中
学
校
設
置
願
」、「
尋
常
中
学
部
設
置
認
可
申

請
」
一
八
九
六
年
二
月
八
日
（
青
山
学
院
一
五
〇
年
史
編
纂
本
部
・
編
纂
委

員
会
・
青
山
学
院
資
料
セ
ン
タ
ー
一
五
〇
年
史
編
纂
室
編
『
青
山
学
院
一
五

〇
年
史
』
資
料
編
Ⅰ
、
学
校
法
人
青
山
学
院
、
二
〇
一
九
年
）
一
三
一
～
一

三
六
頁
、「
私
立
明
治
学
院
尋
常
中
学
部
規
則
」（
東
京
都
公
文
書
館
編
『
都
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市
紀
要
二
三　

東
京
の
中
等
教
育
二
』
東
京
都
情
報
連
絡
室
情
報
公
開
部
都

民
情
報
課
、
一
九
七
四
年
）
五
一
～
六
五
頁
。

（
171
）	
前
掲
「
私
立
立
教
尋
常
中
学
校
設
置
願
」。

（
172
）	
前
掲
「
尋
常
中
学
部
設
置
認
可
申
請
」
一
三
四
頁
。

（
173
）	

前
掲
「
私
立
明
治
学
院
尋
常
中
学
部
規
則
」
五
二
頁
。

（
174
）	

前
掲
「
私
立
立
教
尋
常
中
学
校
設
置
願
」。

（
175
）	

同
志
社
で
は
紀
元
節
、
天
長
節
に
祝
賀
式
の
挙
行
の
記
載
が
あ
っ
た

（「
同
志
社
尋
常
中
学
校
規
則
、
同
志
社
高
等
普
通
学
校
規
則
」『
同
志
社
百
年

史
』
資
料
編
二
、
同
志
社
、
一
九
七
九
年
、
一
五
一
八
頁
）。

（
176
）	

「
園
の
昨
今
」（『
築
地
の
園
』
第
一
六
号
、
一
八
九
九
年
一
二
月
）、
一
八

頁
。

（
177
）	

「
園
の
昨
今
」（『
築
地
の
園
』（
第
四
七
号
、
一
九
〇
三
年
二
月
）
一
四
～

一
五
頁
。

（
178
）	

「
園
の
昨
今
」（『
築
地
の
園
』
第
九
〇
号
、
一
九
〇
七
年
一
月
）
一
九
頁
。

（
179
）	

「
園
の
昨
今
」（『
築
地
の
園
』（
第
六
一
号
、
一
九
〇
四
年
四〔
五
〕月

）
一
五
～

一
六
頁
。

（
180
）	

ち
な
み
に
、
一
九
〇
一
年
一
月
二
二
日
に
死
去
し
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王

の
日
本
で
の
葬
儀
式
は
二
月
二
日
、
築
地
の
三
一
大
聖
堂
で
行
な
わ
れ
た
。

「
午
前
十
一
時
よ
り
三
一
大
会
堂
に
英
国
女
皇
ビ
ク
ト
リ
ア
陛
下
の
遙
葬
式

有
之
候
こ
れ
英
国
教
会
に
未
だ
大
会
堂
あ
ら
ざ
り
し
為
に
候
当
日
は
殊
に　

天
皇
陛
下
御
名
代
と
し
て
小
松
宮
彰
仁
親
王
殿
下　

皇
后
陛
下
御
名
代
と
し

て
は
同
妃
頼
子
殿
下
御
臨
場
あ
ら
せ
ら
れ
且
つ
内
外
の
貴
顕
大
会
堂
に
立
錐

の
地
を
な
か
ら
し
め
し
に
候
へ
ば
近
衛
騎
兵
又
は
馬
車
等
に
て
道
路
も
亦
雑

沓
を
極
め
候
式
は
最
も
壮
厳
に
行
は
れ
祈
祷
書　

埋
葬
式
に
女
皇
の
為
の
特

別
祈
祷
を
加
へ
ら
れ
候
尤
も
初
め
よ
り
終
り
ま
で
す
べ
て
英
語
に
て
行
は
れ

候
」（「
園
の
昨
今
」（『
築
地
の
園
』
第
二
九
号
、
一
九
〇
一
年
二
月
、
二
二

頁
）。

（
181
）	

前
掲
「
私
立
立
教
尋
常
中
学
校
設
置
願
」。

（
182
）	

油
井
原
均
「
旧
制
立
教
中
学
校
の
在
籍
生
徒
数
・
入
学
者
状
況
／
半
途
退

学
者
数
・
教
員
数
」（『
立
教
学
院
史
研
究
』
第
八
号
、
二
〇
一
一
年
）。

（
183
）	

文
部
省
令
第
三
四
号
「
官
公
私
立
学
校
認
定
ニ
関
ス
ル
規
則
」（『
官
報
』

一
八
九
九
年
六
月
二
八
日
）
六
頁
。

（
184
）	

「
文
部
省
令
ニ
ヨ
リ
認
定
願
進
達
」（「（
第
一
種
）　

文
書
類
纂
〔
明
治
三
十

三
年
〕・
第
三
課
文
書
・
学
事
・
第
五
類
・
私
立
中
学
校
・
第
一
巻
」〈
第
三

課
〉
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
185
）	

同
右
。

（
186
）	

前
掲
『
明
治
三
十
四
年
三
月
調　

立
教
学
院
歴
史
』
二
七
頁
。

（
187
）	

前
掲
「
文
部
省
令
ニ
ヨ
リ
認
定
願
進
達
」。

（
188
）	

同
右
。

（
189
）	

「
文
部
省
通
牒
達
示
」（「
第
一
種　

文
書
類
纂
〔
明
治
三
十
四
年
〕・
学

事
・
第
五
類
・
私
立
中
学
校 

・
第
一
巻
」〈
第
三
課
〉
東
京
都
公
文
書
館
所

蔵
）。

（
190
）	

同
右
。

（
191
）	

同
右
。

（
192
）	

前
掲
『
明
治
三
十
四
年
三
月
調　

立
教
学
院
歴
史
』
二
八
頁
。

（
193
）	
「
特
別
試
験
入
学
認
可
願
」（「
尋
常
中
学
校
卒
業
者
兵
学
校
及
機
関
学
校
入

学
特
別
試
験
に
関
す
る
件
及
公
私
立
学
校
学
科
程
度
等
認
定
に
関
す
る
件

（
五
）」JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.C

06091261100

、「
明

治
三
三
年　

公
文
備
考　

教
育
五
演
習
一
巻
六
」
防
衛
省
防
衛
研
究
所
所

蔵
）。
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（
194
）	

「
立
教
中
学
校
視
察
調
査
復
命
」（「
尋
常
中
学
校
卒
業
者
兵
学
校
及
機
関
学

校
入
学
特
別
試
験
に
関
す
る
件
及
公
私
立
学
校
学
科
程
度
等
認
定
に
関
す
る

件
（
六
）」JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.C
06091261200

、

「
明
治
三
三
年　

公
文
備
考　

教
育
五
演
習
一
巻
六
」
防
衛
省
防
衛
研
究
所

所
蔵
）。

（
195
）	

「
認
定
案
」（
前
掲
「
尋
常
中
学
校
卒
業
者
兵
学
校
及
機
関
学
校
入
学
特
別

試
験
に
関
す
る
件
及
公
私
立
学
校
学
科
程
度
等
認
定
に
関
す
る
件
（
五
）」）。

（
196
）	

『
立
教
学
院
一
覧
』（
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
一
～
二
頁
。
こ

こ
で
一
九
〇
二
年
発
行
と
推
定
し
た
の
は
、
文
武
会
役
員
、
校
友
会
役
員
、

教
員
、
組
長
な
ど
が
一
九
〇
一
～
一
九
〇
二
年
と
さ
れ
て
お
り
、
立
教
中
学

校
生
徒
数
、
英
語
専
修
学
校
卒
業
生
が
一
九
〇
一
年
度
ま
で
記
載
さ
れ
て
い

る
た
め
で
あ
る
。

（
197
）	

同
右
、
二
～
三
頁
。

（
198
）	

同
右
、
三
頁
。

（
199
）	

同
右
、
六
頁
。

（
200
）	

「
三
十
二
年
度
以
降
各
学
年
度
末
在
籍
生
徒
数
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
一

号
、
一
九
〇
七
年
一
二
月
）
二
〇
頁
。

（
201
）	

前
掲
「
旧
制
立
教
中
学
校
の
在
籍
生
徒
数
・
入
学
者
状
況
／
半
途
退
学
者

数
・
教
員
数
」。

（
202
）	

「
私
立
立
教
学
院
立
教
中
学
校
生
徒
定
員
変
更
認
可
願
」（「〔
公
文　

大
正

十
一
年　

学
事
〕
第
一
種
私
立
学
校　

冊
の
60
」
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
203
）	

「
園
の
昨
今
」（『
築
地
の
園
』
第
四
九
号
、
一
九
〇
三
年
四
月
）
一
五
頁
。

（
204
）	

「
園
の
昨
今
」（『
築
地
の
園
』
第
九
五
号
、
一
九
〇
七
年
六
月
）
一
五
～
一

六
頁
。

（
205
）	

明
治
期
に
設
置
さ
れ
た
補
習
科
に
つ
い
て
は
、
受
験
教
育
準
備
機
関
と
し

て
の
機
能
の
ほ
か
、
徴
兵
忌
避
の
た
め
に
進
学
し
た
者
の
存
在
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
明
治
後
期
の
補
習
科
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た

い
。（
吉
野
剛
弘
「
明
治
後
期
に
お
け
る
旧
制
中
学
校
補
習
科
関
連
法
令
の

変
遷
と
そ
の
影
響
」（『
慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
紀
要
』
第
七

六
号
、
二
〇
一
三
年
）
春
日
裕
「
中
等
教
育
の
拡
張
と
変
容
―
戦
前
の
「
補

習
科
」
の
歴
史
と
機
能
―
」（『
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
育
行
政

学
研
究
室
紀
要
』
第
一
九
号
、
二
〇
〇
〇
年
））。

（
206
）	

「
御
署
名
原
本
・
明
治
三
十
二
年
・
勅
令
第
二
十
八
号
・
中
学
校
令
改
正
」

（JA
C

A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.A
03020383300

、「
御
署
名

原
本
・
明
治
三
十
二
年
・
勅
令
第
二
十
八
号
・
中
学
校
令
改
正
」
国
立
公
文

書
館
所
蔵
）。

（
207
）	

「
私
立
中
学
校
規
則
変
更
認
可
書
交
付
按
」（「（
第
一
種
）　

文
書
類
纂
〔
明

治
三
十
三
年
〕・
第
三
課
文
書
・
学
事
・
第
七
類
・
私
立
各
種
学
校
・
第
三

巻
」〈
第
三
課
〉
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
208
）	

前
掲
「
学
則
変
更
認
可
願
」
一
九
〇
四
年
三
月
五
日
。

（
209
）	

前
掲
「
私
立
立
教
学
院
立
教
専
修
学
校
設
立
ノ
件
」。

（
210
）	

前
掲
「
学
則
変
更
認
可
願
」。

（
211
）	

「
沿
革
概
略
」（『
私
立
立
教
学
院
立
教
大
学
要
覧
』
一
九
一
七
年
三
月
、
立

教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
一
一
頁
。

（
212
）	 T

he Progress of the K
ingdom

.: St Paul’s C
ollege, Tokyo.: Its G

row
th 

and N
eeds, SM

, June 1904, p.391. 

立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『T

H
E

 

SPIRIT
 O

F M
ISSIO

N
S　

立
教
関
係
記
事
集
成
〈
抄
訳
付
〉』（
第
三
巻
、

立
教
学
院
、
二
〇
一
一
年
）
五
頁
。

（
213
）	

前
掲
「
沿
革
概
略
」
一
一
頁
。

（
214
）	

「
三　

寄
宿
舎
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
四
号
、
一
九
〇
九
年
）
一
八
頁
。
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（
215
）	

「
学
則
改
正
箇
条
並
ニ
理
由
」（「
第
一
種　

文
書
類
纂
〔
明
治
四
十
二

年
〕・
学
事
・
第
七
類
・
私
立
学
校
・
第
五
巻
」〈（
内
務
部
学
務
課
）〉
東
京

都
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
216
）	
文
部
省
編
『
日
本
帝
国
文
部
省
年
報
』
の
各
年
度
か
ら
採
録
し
た
。

（
217
）	

「
統
計
報
告
」（
前
掲
『
立
教
学
院
学
報
』
第
一
巻
）
二
二
頁
。

（
218
）	

「
私
立
立
教
学
院
立
教
中
学
校
生
徒
員
数
調
（
三
十
三
年
五
月
一
日
現

在
）」（「（
第
一
種
）　

文
書
類
纂
〔
明
治
三
十
三
年
〕・
第
三
課
文
書
・
学

事
・
第
一
六
類
・
学
事
統
計
・
第
一
巻
」〈
第
三
課
〉
東
京
都
公
文
書
館
所

蔵
）。

（
219
）	

「
立
教
中
学
校
現
在
生
徒
府
県
別
員
表
」（『
立
教
学
院
学
報
』
第
二
号
、
一

九
〇
八
年
四
月
）
一
八
～
一
九
頁
。

（
220
）	

前
掲
「
統
計
報
告
」
二
〇
～
二
一
頁
。

（
221
）	

文
中
の
入
学
者
数
、
卒
業
者
数
、
半
途
退
学
者
数
な
ど
は
前
掲
「
旧
制
立

教
中
学
校
の
在
籍
生
徒
数
・
入
学
者
状
況
／
半
途
退
学
者
数
・
教
員
数
」
に

依
拠
し
た
。

（
222
）	

前
掲
「
学
則
改
正
箇
条
並
ニ
理
由
」。

（
223
）	

「
余
録　

先
輩
訪
問
録
」（
菅
円
吉
編
『
立
教
学
院
設
立
沿
革
誌
』
立
教
学

院
八
十
年
史
編
纂
委
員
、
一
九
五
四
年
）
一
二
八
～
一
二
九
頁
。

（
224
）	

一
九
〇
五
年
は
中
途
退
学
理
由
の
死
亡
者
が
七
七
名
と
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
誤
記
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
前
掲
「
旧
制
立
教
中
学
校
の
在

籍
生
徒
数
・
入
学
者
状
況
／
半
途
退
学
者
数
・
教
員
数
」）。

（
225
）	

立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
』

（
立
教
中
学
校
、
一
九
九
八
年
）
八
四
～
八
五
頁
。

（
226
）	

『
立
教
学
院
学
報
』
第
二
号
で
は
「
政
経
」
と
記
載
し
て
い
る
。

（
227
）	

「
立
教
学
院
学
報
第
二
号
附
録
」（
前
掲
『
立
教
学
院
学
報
』
第
二
号
）
附

録
頁
一
五
～
一
七
頁
。

（
228
）	

「
私
立
立
教
学
院
立
教
大
学
設
立
認
可
願
」（「
第
一
種　

文
書
類
纂
〔
明
治

四
十
年
〕・
学
事
・
第
七
類
・
私
立
学
校
・
第
三
巻
」〈
第
二
部
学
務
課
・
内

務
部
学
務
課
〉
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
229
）	

前
掲
『
立
教
学
院
学
報
』
第
二
号
、
一
七
～
一
八
頁
。

（
230
）	 Foreign M

issions,: Bishop M
ckim

’s A
nnual R

eport. [John M
ckim

, 

Bishop of Tokyo.] SM
, O

ctober 1896, p.482. 

立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー

編
『T

H
E

 SPIRIT
 O

F M
ISSIO

N
S

　
立
教
関
係
記
事
集
成
〈
抄
訳
付
〉』

（
第
二
巻
、
立
教
学
院
、
二
〇
一
〇
年
）
二
九
二
頁
。

（
231
）	

若
月
麻
須
美
「
三
、
三
十
七
年
前
の
回
顧
」（
前
島
潔
『
立
教
学
院
宗
教
運

動
の
過
去
及
現
在
』
聖
公
会
出
版
社
、
一
九
三
三
年
、
一
一
一
頁
。『
立
教

学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
五
四
五
頁
所
収
）。

（
232
）	

「
嗚
呼
永
野
武
三
郎
君
」「
園
の
ほ
ま
れ
」（『
築
地
の
園
』
第
五
号
、
一
八

九
八
年
九
月
、
一
～
八
頁
）。
永
野
武
三
郎
は
一
八
九
八
年
七
月
一
二
日
に

二
二
歳
で
逝
去
し
た
。

（
233
）	

前
掲
「
三
、
三
十
七
年
前
の
回
顧
」
一
一
一
頁
（『
立
教
学
院
百
二
十
五

年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
五
四
五
頁
所
収
）。

（
234
）	

稲
垣
陽
一
郎
「
二
、
立
教
学
院
ミ
ツ
シ
ヨ
ン
の
創
立
せ
ら
れ
し
頃
」（
前
掲

『
立
教
学
院
宗
教
運
動
の
過
去
及
現
在
』
一
〇
五
頁
。『
立
教
学
院
百
二
十
五

年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
五
四
三
頁
所
収
）。

（
235
）	

前
掲
「
三
、
三
十
七
年
前
の
回
顧
」
一
一
一
頁
（『
立
教
学
院
百
二
十
五

年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
五
四
五
頁
所
収
）。

（
236
）	
鈴
木
範
久
「
立
教
Ｙ
の
誕
生
」（『
交
わ
り
・
伝
道
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
「
立

教
青
年
」
創
立
一
一
五
周
年
特
別
号
』
立
教
大
学
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
、
二

〇
〇
六
年
）。
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（
237
）	

中
村
敏
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
史
―
ザ
ビ
エ
ル
以
前
か
ら
今
日
ま
で
』

（
い
の
ち
の
こ
と
ば
社
、
二
〇
〇
九
年
）
二
〇
六
～
二
〇
八
頁
。「
合
同
基
督

教
大
学
設
立
計
画
之
次
第
概
要
」（
青
山
学
院
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
。
前
掲

『
青
山
学
院
一
五
〇
年
史
』
資
料
編
Ⅰ
、
二
六
五
～
二
七
四
頁
所
収
）。
大
西

晴
樹
『
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
史
史
話
―
宣
教
師
の
種
蒔
き
か
ら
成
長
し
た

教
育
共
同
体
』（
教
文
館
、
二
〇
一
五
年
）
一
二
四
～
一
二
六
頁
。

（
238
）	

前
掲
「
三
、
三
十
七
年
前
の
回
顧
」
一
一
二
頁
（『
立
教
学
院
百
二
十
五

年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
五
四
五
頁
所
収
）。

（
239
）	

前
掲
『
立
教
学
院
宗
教
運
動
の
過
去
及
現
在
』
三
九
頁
。

（
240
）	

前
掲
「
二
、
立
教
学
院
ミ
ツ
シ
ヨ
ン
の
創
立
せ
ら
れ
し
頃
」
一
〇
四
～
一

〇
六
頁
（『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
五
四
三
頁
所
収
）。

（
241
）	

小
島
茂
雄
「
四
、
幻
滅
な
き
時
代
を
追
想
し
て
」
一
一
七
頁
（
前
掲
『
立

教
学
院
宗
教
運
動
の
過
去
及
現
在
』。『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編

第
一
巻
、
五
四
七
頁
所
収
）。

（
242
）	 Foreign M

issions.: Japan.; Portions of R
eport on St. Paul’s C

ollege for 

the Q
uarter E

nding, M
arch 31st 1898 [A

rthur Lloyd] SM
, June 1898, 

p.276.

（
前
掲
『T

H
E

 SPIRIT
 O

F M
ISSIO

N
S　

立
教
関
係
記
事
集
成

〈
抄
訳
付
〉』
第
二
巻
、
三
二
八
頁
）。

（
243
）	

海
老
沢
有
道
編
『
立
教
学
院
百
年
史
』（
立
教
学
院
、
一
九
七
四
年
）
二
〇

六
～
二
〇
七
頁
。
雑
誌
『
八
紘
』
は
一
八
九
七
年
三
月
、
第
二
一
号
に
て
終

刊
し
た
（
前
掲
『
立
教
学
院
百
年
史
』
二
一
五
頁
）。

（
244
）	

同
右
、
二
六
七
頁
。

（
245
）	

「
園
の
昨
今
」（『
築
地
の
園
』
第
二
号
、
一
八
九
八
年
四
月
）
七
～
八
頁
。

（
246
）	

「
園
の
昨
今
」（『
築
地
の
園
』
第
八
号
、
一
八
九
八
年
一
二
月
）
一
〇
～
一

一
頁
。

（
247
）	

「
園
の
昨
今
」（『
築
地
の
園
』
第
一
一
号
、
一
八
九
九
年
二
月
）
一
〇
頁
。

（
248
）	

「
園
の
昨
今
」（『
築
地
の
園
』
第
一
九
号
、
一
九
〇
〇
年
一
月
）
一
七
頁
。

（
249
）	

前
掲
『
立
教
学
院
百
年
史
』
二
六
五
～
二
六
六
頁
。

（
250
）	

前
掲
『
立
教
学
院
一
覧
』。

（
251
）	

「
園
の
昨
今
」（『
築
地
の
園
』
第
二
三
号
、
一
九
〇
〇
年
五
月
）
一
九
頁
。

（
252
）	

「
園
の
昨
今
」（『
築
地
の
園
』
第
二
六
号
、
一
九
〇
〇
年
一
一
月
）
一
九
頁
。

（
253
）	

「
園
の
昨
今
」（『
築
地
の
園
』
第
五
〇
号
、
一
九
〇
三
年
五
月
）
一
一
～
一

二
頁
。

（
254
）	

元
田
作
之
進
「
故
チ
ン
グ
氏
と
予
の
関
係
」（『
基
督
教
週
報
』
五
六
巻
八

号
、
一
九
二
八
年
）
五
頁
。

（
255
）	 Japan.: From

 L
etters of the R

ev. T. S. Tyng, O
saka. M

ay 27th., SM
, 

O
ctober 1884, p.478.

（
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『T

H
E

 SPIRIT
 

O
F M

ISSIO
N

S

　
立
教
関
係
記
事
資
料
集
成
〈
抄
訳
付
〉』
第
一
巻
、
立

教
学
院　

二
〇
〇
九
年
、
四
二
六
頁
所
収
）。

（
256
）	

奈
良
常
五
郎
『
日
本
Y‌

M‌

C‌

A
史
』（
日
本
Y‌

M‌

C‌

A
同
盟
、
一
九
五
九

年
）
一
五
〇
頁
。

（
257
）	

岡
田
哲
蔵
『
本
多
庸
一
伝
』（
日
独
書
院
、
一
九
三
五
年
）
一
二
五
～
一
二

八
頁
。

（
258
）	

同
右
、
三
九
八
頁
。

（
259
）	

元
田
作
之
進
「
過
去
の
経
験
を
た
ど
り
て
」（『
築
地
の
園
』
二
八
四
号
、

一
九
二
六
年
五
月
）
六
頁
。

（
260
）	
「
牧
師
報
告
」（『
築
地
の
園
』
一
号
、
一
八
九
八
年
三
月
）
三
～
五
頁
。

（
261
）	
「
青
年
会
」（『
築
地
の
園
』
四
号
、
一
八
九
八
年
六
月
）
一
三
頁
。

（
262
）	

「
個
人
」（
前
掲
『
築
地
の
園
』
一
号
）
九
頁
。

（
263
）	

「
教
界
評
論
禁
止
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
〇
〇
年
一
月
二
六
日
）
一
面
。
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（
264
）	

稲
垣
陽
一
郎
『
ジ
ョ
ン
・
マ
キ
ム
』（
日
本
聖
公
会
北
関
東
教
区
教
育
部
、

一
九
四
九
年
）
三
七
頁
。

（
265
）	
同
右
。

（
266
）	
前
掲
「
立
教
尋
常
中
学
校
の
認
可
と
校
内
宗
教
的
生
命
」
一
頁
。

（
267
）	

同
右
、
一
頁
。

（
268
）	

同
右
、
一
～
二
頁
。

（
269
）	

同
右
、
二
頁
。

（
270
）	

史
料
上
で
は
「
北
部
地
方
会
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
正
式
名
称
は
「
北
東

京
地
方
部
」
で
あ
る
。「
園
の
昨
今
」（
前
掲
『
築
地
の
園
』
二
号
）
一
五
頁
。

（
271
）	 St. Paul’s C

ollege, Tokyo. By the R
everend A

rthur Lloyd, President., 

SM
, January 1901, p.25.

（
前
掲
『T

H
E
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N
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立
教

関
係
記
事
集
成
〈
抄
訳
付
〉』
第
二
巻
、
四
四
〇
頁
）。

（
272
）	

前
掲
『
明
治
三
十
四
年
三
月
調　

立
教
学
院
歴
史
』
一
八
～
二
七
頁
。

（
273
）	

前
掲
『
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
』
六
九
頁
。

（
274
）	

前
掲
「
過
去
の
経
験
を
た
ど
り
て
」
七
頁
。

（
275
）	

「
園
の
昨
今
」（『
築
地
の
園
』
一
五
号
、
一
八
九
九
年
一
一
月
）
一
九
～
二

〇
頁
。

（
276
）	

一
九
〇
〇
年
一
二
月
三
日
に
「
立
教
学
校
々
旗
制
定
の
式
」
が
催
さ
れ
、

元
田
校
長
以
下
教
員
、
学
生
の
前
で
、
マ
キ
ム
か
ら
「
此
旗
を
校
旗
と
し
て

授
く
」
と
言
い
渡
さ
れ
、
学
生
代
表
が
受
け
取
り
、
元
田
校
長
は
「
国
家
に

国
旗
あ
り
軍
隊
に
軍
旗
あ
り
一
校
に
亦
校
旗
な
か
る
べ
か
ら
ず
、
国
旗
は
国

家
の
精
神
を
示
す
軍
隊
は
一
軍
の
精
神
を
示
す
校
旗
は
亦
一
校
の
精
神
を
示

す
も
の
な
り
」
と
い
う
校
旗
演
説
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、「
園
の
昨
今
」
を

執
筆
し
た
「
築
地
の
園
人
」
は
校
旗
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

「
立
教
学
院
は
啻
に
日
本
聖
公
会
教
育
の
中
心
機
関
た
る
の
み
な
ら
ず
又
将

来
宗
教
界
の
偉
才
此
に
待
つ
べ
き
事
に
候
校
旗
既
に
成
り
最
も
望
ま
し
き
は

此
赤
紫
の
旗
下
に
其
色
が
示
す
『
燃
ゆ
る
熱
心
』
を
以
て
校
長
の
所
謂
『
真

理
の
為
に
殉
死
す
る
』
の
大
才
偉
器
を
六
角
塔
下
に
出
さ
ん
事
に
候
」。

（「
園
の
昨
今
」『
築
地
の
園
』
二
七
号
、
一
九
〇
〇
年
一
二
月
、
二
三
頁
）。

（
277
）	

前
掲
『
立
教
学
院
設
立
沿
革
誌
』
八
一
頁
。

（
278
）	

「
園
の
個
人
」（『
築
地
の
園
』
四
八
号
、
一
九
〇
三
年
三
月
）
一
六
頁
。

（
279
）	

久
保
田
富
次
郎
「
故
鈴
木
教
授
と
私
及
び
立
教
学
院
」（
鈴
木
一
先
生
記
念

出
版
委
員
編
『
鈴
木
一
先
生
日
記
及
書
翰
』
鈴
木
一
先
生
記
念
出
版
委
員
、

一
九
三
一
年
）
三
二
〇
～
三
二
一
頁
。

（
280
）	

同
右
、
三
三
二
～
三
三
三
頁
。

（
281
）	

六
角
塔
人
「
元
田
先
生
の
横
顔
」（『
い
し
ず
ゑ
別
報
』
創
刊
号
、
立
教
中

学
校
、
一
九
三
八
年
四
月
）
二
頁
。
本
荘
の
希
望
で
、
名
称
は
教
務
主
任
と

な
っ
た
が
、
実
質
的
に
は
教
頭
で
あ
っ
た
（
本
荘
掬
水
「
元
田
良
山
先
生
に

就
い
て
」『
立
教
学
院
学
報
』
五
巻
二
・
三
号
、
一
九
三
八
年
三
月
、
七
頁
）。

（
282
）	

前
掲
「
元
田
良
山
先
生
に
就
い
て
」
七
頁
。

（
283
）	

前
掲
『
立
教
学
院
設
立
沿
革
誌
』
六
七
頁
。

（
284
）	

前
島
潔
「
元
田
先
生
の
追
憶
」（
前
掲
『
立
教
学
院
学
報
』
五
巻
二
・
三

号
）
一
二
頁
。

（
285
）	

前
掲
「
元
田
先
生
の
横
顔
」
二
頁
。

（
286
）	

「
元
田
学
長
送
別
会
」（『
基
督
教
週
報
』
第
四
七
巻
第
二
五
号
、
一
九
二
三

年
一
二
月
七
日
）
三
頁
。


